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1983年 ヒ マ ラ ヤ 登 山 学 校 隊 員 募 集
ヌ  ン (7,135m)

1983年度 ヒマラヤ登山学校は、カシミールの盟

主ヌン峰で実施することに決定しました。これは

単なるパ ック登山とはまったく異なり、自ら遠征

を行なえる人材を育成することを主眼としており、

経験豊富なインストラクターのもとに、正しいセ

オリーにのっとった確実な登山を指導しています。

隊員はすべて、装備・食糧・輸送・梱包・渉外等

の具体的実務に参画していただき、また国内山岳

での強化合宿も行なうなど、ヒマラヤ遠征全般を

体得できるように組まれております。

過去の卒業生は、現在ヒマラヤで幅広い活動を

行なっており、登山学校の経験を基にしてさらに

遠征を実施している人は 9名に達し、その中には

8,000m峰登頂者 4名 も含まれています。

登山学校隊の実績は下記のとおりです。

・ 1977年1 タルコット (6,099m)

(JACに協賛して行なった)

・ 1978年  ヌン (7,135m)4名 登頂
トリスル I峰 (7,120m)6名 登頂

Ⅱ峰 (6,690m)7名 登頂
01979年  キャシードラル (6,400m)6,000

mまで

ケダルナー ト・ ドーム (6,831m)

19名登頂

ナンダ・ カート (6,61lm)事故の

ため断念

クン (7,077m)現在準備活動中

1980年

1981年

1982年

実施要項

目 的 ①ヌン (7,135m)登 頂
②高所登山の基礎修得

時 期  1983年 7月 末～ 8月 末 (35日 間)

負担金 71万円 (航空運賃の変動等により変るこ

ともあります )

定 員 20名
インストラクター 4名 (医師含む)

申込み  1982年11月 末までに下記宛に申込むこと

(資料を送ります )

〒 160 東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧ビル 506号  日本ヒマラヤ協会

★今年度より準備活動、強化合宿等をより万全に

行なうため、締切りを早 くします。希望者は早急

にお申込み下さい。

この登山隊の旅行手続は、関西遊旅行が担当します。一般旅行業 607号

禁断の地の幻の峰、ブリクティヘ向うべくムスタンのカクベニに入って

振 り返えると、背後にニルギリ北峰 (7,061m)の 美 しい峻峰が螢びえてい

た。                          (菊 地 薫 )

ヒマラヤ NO.■ 29
1. 高 橋 和 之

5. Yv)+=r--7 (t&fdi: t-7. l. Cy , A.4 >7 t r*) ar)
8.《座談会》ヒマラヤ登山実践研究会を語る
13.気象衛星 (ラ ンドサット)写真の利用 斉 藤   隆

16.高山病と高所生理学(Dro C・ S・ハウストン講演 ) 西 郡 光 昭

18. ざ織鸞 VISIT TO HIMALAYAN CLIMBING TEAM ⑤ △
〓
一価超

日
“
Π
層稜

野水ヒマラヤ閑話○

24.事務局日誌・寸感

表1紙 |1奪1藁



連載 《36》

ヒマラヤ放談

世界最高峰のエベレストの頂上で、然も,厳冬

期にネパール側からと中国側か らの初のランデブ

ーを試みるという遠大なプロジェク トが進行して

いる。

しマラヤも冬期登山の時代を迎え果敢な闘いが

展開されるようになつた昨今ではあるが、冬のヒ

マラヤの課題はまだまだ多い。

今回は、ネパール側の隊長を務めるカモシカ同

人代表のダンプさんこと高橋和之氏に冬期ヒマラ

ヤ登山に向けての装備の工夫などを中心に伺つて

みました。

厳冬期エベレスト登山の萌芽

―
 それでは、早速ですが冬期エベレストの

発想あたりか らわ伺い したいと思いますが。

局橋  '79年のダウラギリ縦走の後、次は 8∞ 0

m峰の縦走と言うことで、HAJが カンチの縦走
を目指したように我々もローツエからエペレス ト

と言 うのを考えた事が あつたんですが、その時点

では、エベレス トの現状から言つて縦走の許可は

出来ないと言われ、それで冬期エベレス トと言う

事に変えたわけです。

一
 カモシカ同人と言うと '75年のダウラⅣ

峰か らダウラの縦走そ して今年のダウラ主峰とア

ウラのカモシカ」と言 うイメージカ報ないのですが、

その辺の絡みはどうなんで しようか。

高橋 確かにカモシカ同人がダウラ山群を総ナ
メにしてきたことからみれば、 この冬のエベレス

トは飛び出した ような感 じですけ ど、それは僕と

しては単純明快なんですね。工ベレス トは一番高

いと言うだけなんです。登山は変な理屈を付ける

必要がないと言 うのが僕の持論ですからね、僕は

一番高い所へ立 つてみたい、そ して、どぅせ立つ

なら一つのテーマを持 つて立つてみたいと言うの

が、冬期登山だつたわけです。

高橋 和之
それと、や つぱ り国境の両方から狭んで登 つて

みたい、皆んなが トライしてもなかなかやれない

ことをや つていきたいと言うのがあって、政治情

勢的にも非常に良いタイミングにある し、我 々の

立場上か ら言つても中国とネパールが非常にタイ

ミングが 良いと言 うことで両方の許可を取 つたわ

けなんです。

一
 時期は '83～ '84年の冬と言 う事ですが、
8年 のポス ト期には確か、カモ ツカ同人で ロー
ツエの計画も出て おりま したネ、このへんの関連

はどうなんでしようか。

高橋  タクティックスを考えていく中で、ネパ

ールの気象条件を考えると、同じ冬で も12月 と 1

月では非常に格段の差が生じる。今の我々の資料

の中で 1月 の登頂は非常に難か しい、今迄の遠征

隊の資料をみても極端に 1月 に入ると悪くなり、

そして 2月 になるとまた落ち着いて くる。 こうし

たデーターを踏まえて12月 に登るためには、高所

順化と言 うのが非常 に問題となるので、この高所

順化をかねてポス ト期の中で ローツエを登ろうと

言 うわけです。まあ、隣の山ですから地形的な慣

れとか偵察 もかねられます じね。

連続 して 2つのピークをやることは非常に体力

的に人間の極限のものを求められると思うんです。
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疲労の問題などがね……でも僕の考えだとそこの

中でゃれなか つたら当然、 12月 から 1月 にかかる

登頂はもつと困難だろうと思 うんですね。この2

つのピークをやることの方が見通 しとしては可能

性が非常に大きくなると思 うんです。決 つして冒

険で もないし、タクテ ィッタスを組む中で今、我

々がやれる範囲の中では一番理想的な形になるの

ではないで しようか。

只、 ローツエはあくまで高所順化とか偵察と言
うのではなく必ず登るとい う考えでいます。 ロー

ツエの方は、今の僕の構想では 6～ 7人位の少数

精鋭で考えており、そ してそのメンバ _は loO%

ェペレス トヘ行 くよう:考えてます。

一
 そ うしますとェペレストの陣容の半分は、

ローツエで下ごしらえをすると言 うことですか。

高橋 ネパール ヒマラヤの厳冬期に於いては 12

月 1日 からでなければその登山活動をしてはいけ

ないと言 うルールがあ りますから、12月以内に登

ろうとすれば、どうやってタクティックスを組むに

してもある程度順化が出来上つたことが前提 とな

りますか らね。

一
 ローツエ隊のメンバーは、一旦、カ トマ

ンズ辺 りまで戻 つて休養を計るのですか。

高橋  カトマンズまたはエベレス ト・ピュー・

ホテルヘと考ぇてます。カトマンズヘ降 りる人も

いるで しようし、完全に リラックス出来 る場所で

半月な り 1ケ月休養 しようと言う考えです。

_ ここ3年間のネパール・ ヒマラヤの冬期

登山をみても冬期の場合は、特に気象条件に大 き

く左右されることが多いよ うですが、冬期登山の

勝算としてはどのように考ぇておられますか。

高橋 昨年の植村隊やポーラン ド隊を調べてみ

て も、どん なに悪いと言 つても12月中の天候の悪

さと言 うのは、かえつてポス ト期後半の天候の悪

さよりは良いですね。

やは り、一つの課題としては少人数でアルバイ

ンスタイルで登るか、それともきちつと訓練 した

人達カリト常に早いスピー ドでタクティックスを組

んで時間をかけないで登ると言う形でなければや

はり、冬期登山と言うのは時間をいたずらにかけ

ると体力の消耗とかいろんな意味で厳しいん じや

ないんですかね。

冬期ヒマラヤの装備開発

―
 冬のエペレス トに向うにあた つての装備

開発についてお話しを伺いたいと思いますが。

高橋 装備については、風と寒さか ら守るため
には、行動中の装備と休息する時の装備に分ける

ことが出来ると思うんですね。

まあ、一つには睡眠中と言 うと一番のポイント

となるのが今迄の隊をみているとテン トだと思う

んですね。そう言 う点では今のエスパースをもつ

と改良 したものを試作 してます。

―

 エスパースは「 柳に風」のような柔構造
のテントですが、 これ迄に報告されてるような冬

期の強風下での使用はどうなんでしようか。

高橋  あのね、剛性でも ,て力に答え ようとす
るには非常な重さと複雑な骨組みがなければ不可

能なんですね。建造物をみてもそうで しよ。例え

ば、高層ビルは非常に固いょぅな気が しますけれ

どあれは全部、「 柳に風」の考えで地震や風に対

して抵抗 しないで力を逃が していくと言 う考えで

すね。テン トで も逆に言えばそ う
‐
言 う柔軟性で、

とは言 つてももう少 しハー ドにしてですが、ある

一定以上の力が加わ つたら自分が変形 して力を逃

がす と言 う構造にしないとやはり、剛性だけに求

めたらこれは根本的に大きな間違いだと思います

ね。

一
 昨年、冬のアンナに出かけた坂下さんは、

特注のエスパースを持参 したと聞いておりますが、

同じ様なタィプを考えられているのですか。

高橋 坂下君はノーマルと特注のエスパースの

両方を持つていたのですが、ノーマ ルの方はやつ

ば り、40～ 50mの風 となるとフレームが顔につ

くぐらいになつて非常に不安だつたと言 つてます。

もう一つの特注と言 うのは、前に南極で三浦雄一

郎さんなん力勁S使 った 6本 ポールのエスパースで

非常に風 に対 して強か つたと報告されてますが、

今回のはもつと改良したタイプです。

つまり素材的には同 じですけど、 もつと力がか
かつた時にその ロスを無 くする骨組に しているわ

けです。もつと単純で建てやす ぐて風に強いと言

うテン トですが、 もうテス ト段階では何回か試作

してテス トをしております。実際には、 このテン
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卜を今度 の保男君 (註 :加藤保男氏 )が 1人で行

くエペ レス トで使ってもらうつもりでおります。
~―一 昨年、初冬のナング・カー トで も燃料の
熱効率の悪さに苦労させ られましたが、その辺の

ところはいかがで しようか。

高橋 EPIな どのガスを使う予定でおります
が、自分で出す熱をまたカー トリッジの方に還元

する方法を考えてます。 これは、前に僕達がヨー

ロッパヘ行 つた時に向 うのクライマーに教わつて

使 つた方法なんですけ どね、オイルの空缶の様な

ものの中にキャンピング・ガスを入れて、横にあ

る程度危ないですから熱が逃げるようにしてやる

と熱効率が全然違 つて くるんです。自分で もつて

出した熱によつてまた、まわりを熱めてやる方法

です。単純なんですが、余 り難か しいことを考え

ないでその辺のところから考えたいと思つてます。

一
 寝具などはど うで しようか

高橋 例えば、この羽毛の特性 と言 うのがあり

ますね、羽毛は、肌に近い方が効果があるんです。

ですから中を羽毛にして外を化学繊維にするとか、

そう言うダブルの方式を使つた方が羽毛の特性が

良く出るわけですね。ですから、羽毛の量は一定

にしておいて、その上に化学繊維の綿でダブルに

したものとかね。

これは衣類でもそうですが、基本的な考えかた

と言 うのは、一番外側はゴアテックス素材のよう

な薄いものでまず、外気をシヤットアウ トする。

その次に何層かにわけて保温性と言うものを考え

ていくと言うことですね。

一
 望ましい重ね着スタイルはどんなもので

しようか。

呂橋 僕達はね、わ りと動物性繊維に固執 して
いるものがあります。今、我々がフィーリ/グ的

に考えてますのは、肌はカシミアが非常に良いだ

ろうと言 うことですね。それて、あとは何層かづ

つにと考えてます。これは、 日本の冬山でもそう

ですが 、 1枚のもので解決するのは避けるべきで

すね、やはリーつづつ層を作つて温度調整が出来

るようにしていこうと言 うのが我々の考えです。

一番熱が逃げるところは、下から言 つて足首で

すね、ものの継目が一番弱点になるわけですが、

いわゆる足首や手首、首す じなどを疎かにすると

そこがやられないで、末端がやられるわけですね、

そこから一番近い末端がやつばリー番影響を受け

るわけですからそのへんのところの工夫が大事だ

と思います。

チタン製ピッケル

ーーー 手 。足の装備はどのように考えてますか。
高橋 足にしてもね、我々は トータル的にみて
まず、アイゼンか ら見直 しているのです。今迄の

遠征隊では、せいぜい進んだ隊で も固定式のアイ

ゼンバンドですが、固定バン ドでは締めつけから

くる血行の悪さとか着脱の不便さなど非常 にある

わけですね、それを、まず、我々はワンタ ッチを

大前提 としてやるつもりです。まあ、ワンタッチ

にするとオーバーシューズが履けないと言 うマイ

ナス面がありますが、 こん どは逆にワンタッチ式

が大前提ですから、それで履けるオーバー シュー

ズを今開発しているわけです。

それから靴ですけどね、僕達も今、プラスチッ

クと皮靴を両方テス トしております。プラスチッ

クブーツのメリッ トは非常に軽いといぅことです

ね、 1軽いと言うことは極端な言い方をすれ

`´

ゴ、皮

と同じ重さにもつていけば皮よりはるかに保温性

を出せ るんだと言 うことですね。プラスチック・

プーツだけでは、まだまだインナープーツの素材

とか形状に問題が ありますんで、あのプラスチッ

ク・ ブーツを生か しながらもつとインナー 。ブー

ツを改良 したり、オーバーシューズを改良するこ

とによつてそれほど大げさに しなくとも今まで以

上の保温をはるかに越えたものを作る自信はある

んです。軽いと言う事は、重 く出来ると言 う発想

でいけば良いと思 うんです。

一
 手の方はいろいろと制限があつて難か し

いと思いますが。

高橋 そ うですね……只、ビックルがあります
よね、僕達は普通 ピックルの頭部を掴んで登下降

しますが、あの金属部からの放熱は大 きいんです。

そこで、熱伝導が悪 くて低温脆性がないチタンを

素材に したピックルを作つてこの金属部か らの放

熱を防ご うと考え、すでに試作は終 つております。

もつとも、このチタンは軽いと言う特徴が あつ

てカモンカで も3～ 4年前か ら登攀具を試作 して

ますが、アイスハークンなどもこのチタンを使う

-3-



ことにょってかなりの軽量化を計ろうと考えてます。

客層に観る登山の大衆化

一
 ダンプさんが山に憑かれるようになつた

のはいつ頃からですか。

高橋 17才の時に労山に入 つてからですかね。

「
度、労山が出来た年だったと思いますが、 1人

で山へ行きはじめた頃、新聞を読んでたら出てい

たんで丁度いいやと入って、それからず一っとで

す。

一
 ダンプさんを見てますと商売の方も山の

方も着々とより大 き〈なってきてますが、その
ヘ

んのエネルギッシュな活力についてお聞きしたい

ですね。

高橋 僕なんか山はそれほど登ってませんよ。

只、仕事は一生懸命や ってます よ、いろんなもの

を僕は生み出しているつ もりだ し今の 日本の登山

界の中で認められるようなもの、例えばエス
パー

スの ようなものを一つの小売店が残 したと言う歴

史は何もないですから、そう言う点では僕は一生

懸命ゃってるわけて これからもそのつもりです。

只、仕事の発想と登山のプロデュースは、ある

意味では同じことですから、僕は、自分が登る事

以上にプロデュースす ることが好きですからね、

そ ういう割とユニークな登 り方と言 うか発想と言

うものを商売でも一つのモットーに してます。

僕は自分の登れる実力よりもそ う言 う人達と一

緒に行ってプロデュースをしていくと言う方がど

っちか と言 うと楽 しさがありますね。

一
 ダンプさんが今の登山用具店を始められ

たのはいつからですか。

呂橋 16年前にオープンしましたから昭和41年

です か。

一
 昨今の登山界はいろんなジャンルに分割

されるように感じますが、来店される客層の変遷

はいかがで しようか。

高橋 来店されるか客さんをみてると昔以上に

楽 しいですね。僕は、あんまリアル ピニズムはこ

あるべきだと言 うのは嫌いな方なんです。強いて

言ぇばね、登山は自分の好みであって 自然破壊と

か一つのルールさえ基本的に守っていればね、自

分の味つけでもつて自分の好みの形態を選んで、

登る手段を選んで もいいと言ぅ基本的な考えをも

ってますかられ、フリー化と言うかボルダ リング

と言 うかそ う言うものも一つの自然の親しみ方だ

から俺はこれ しかやらないんだと言う人がいても

それはそれでいいだろうし、そ う言う点では広が

りが出たと言う気が します。

年配の方も非常に増ぇて きてるんですね。特に

50代後半の奥様とか、まあ、男女を問わずですが

ね非常に目立って きてます。片方では、中学生
。

高校生の若い人が非常 に増ぇている。これは登山

が大衆の中に非常に良い形で広がってきていると

思うんです。都会が過密化 していけばいくほど自

然に親じむことが大切なことだ し、それといろん

な自分の好みで味つけ した登山というものはもつ

と生まれてきていいと思います。

一
 1最後にカモンカ同人のポス ト・エベレス

トのプランは どんなものを考えられてますか。

高橋 今度の冬のエベレス トが終ったら、ダウ

ラギリ山群で残っているチューレンヒマールなど

向うの方を全部登って一応、地域研究的な夢を完

結 したいと思ってます。それが終った らカモシカ

同人は解散 して もいいん じやないですか。

一
 本 日は、どうも忙 しい中あ りがとうござ

いま した。

(イ ンタビュー構成 尾形好雄 )

「インド・ ヒマラヤの手引」第二版発行のお知 らせノ

2月 に発行致 しました「 イン ド・ ヒマラヤの手

引」第一版は、御陰様で皆様方よりご好評を戴き

ま して 5月早々に完売となり液 した。

其の後も、引合が多いため第二版を発行すべ〈

準備中でありましたが、此の度、漸 〈再版の運び

なりました。

尚、第二版の発行にあた りましては、インド・

ヒマラヤ登山規則の和訳や遭難事故に遭遇した場

合の事後処理など15頁の増加となりました。

(頒価 1冊 lβ∞ 円 送料 2“ 円、申し込み先はH

AJ事務局まで )
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《Jネ:パール》

登山隊の無線機、ウォーキー

・トーキーの使用許可規定について

このほ どネパール政府観光省は、登山隊の持参

する無線機 、ウォーキー・ トーキーについて
~T靖
己

のように規定する旨、発表があった。

記

(1)登山隊には 2台の無線機と12台のウォーキー
・ トーキー (携帯用無線機 )の持参を認める。

(2)ウ ォーキー・ 卜_キーの許可される周波数は
26%8MHzと 26"6MHzの もの。
β)無線機の許可される周波数は 3872、 a88M
Hzと 7.305 MII zの もの。

(4)無線機と ウォーキー・ トーキーのどちらも発

振子 (周波数 )は 固定 した ものでなければならな

い。

(5)若 し、無線やウォーキー 。トーキーの周波数

が固定された ものでない場合は、登山隊は専門の

リエゾン・オフィサーを随行しなければならない。

(註 )この通達をみると最近、多く用いられるよ

うになった 144M Hzの トランシーバーは使用出来

ないことになり、また Bocに 設置する無線機 も
従来のような 35^28 MH zま でのマルチ・バンド

を使用する時は専門リエゾン・オフィサーを随行

しなければならないことになる。

∪IAA総会開催日程が決る〃

第44回の国際山岳連盟 (UIAA)の 総会は、
UI AAの 50周年言己念と合わせて今秋、カトマン
ズで開催される。

このほどホス ト国のネパール登山協会 (NMA)
より開催 日程が発表となった。

開催期間は 10月10日 から 16日 までの 1週間で

国際シンポジウムの他、いろんな催 しが組まれて

おり、今秋の カトマンズは '78年のサガルマータ

25周年記念行事のような国際アル ピニス ト で大

層賑いそ うである。

HIMALAYA NEWS■ ■

《バキスタン》

登山局長・アワン氏退任。ノ

6月 のはじめにパキスタン観光省の登山局長が代り

ました。長い間、登山局長だったアワン氏は退任され

新しくムニュール・ディン氏 (MUNEER DIN)
か就任されました。

尚、次局長のタリムハマッド氏はそのまま留任です。

今年のパキスタンの日本隊は7隊
ガツシャブルⅣ峰 (7%Om)静 岡登攀クラブ
勝見幸雄隊長他 9名

X
ハツチンダールキツシュ (7163m)金沢大学山
岳会 東保幸隊長他 10名
パスー ピーク (7284m)諏 訪山岳会 成田俊夫
隊長他 7名

X
ポイオハグール .ド ウアン・アシール I峰

“

329

m)東 京朝霧山岳会 植田宗男隊長他 6名
K7｀ (69鈍 m)鵬翅山岳会 保科正之隊長他 6名
クンヤンキツシュ (789m)華 奈婆同衆 中村

五十夫隊長他 7名
¥

ドフィンギー (594m)華 奈婆同衆 譲原正幸
隊長他 6名

サラグラール (“Ю m)岩手水沢山岳会  辻山
健一郎隊長他7名

(米印は未踏峰 )

《イ ン ド》

ヒマラヤ8000キ ロ縦断の帰国談

イン ド陸軍の 4人の登山隊が 17ケ月がか りでヒ

マラヤ山脈 8000キ ロの網断に成功 した ことは、 ヒ

マラャ 128号で紹介 したが、今回はその帰国談を

紹介する。

HoSコ リ大尉 (28)を隊長 とす る同隊は去年
1月 、 ヒマラヤ山脈東端のアルナチ ャルプラデシ
を出発。毬 ケ所にのぼる●000へ4000m級 の峠
ゃ 24の氷河を踏破してエペレス トからK2山麓まで
歩き、先月、カラコルム峠にゴール インした。

途中、各地で半ば雪に埋もれた登山者の遺体に

つまずき何体もみつけたが、「 私たちも毒ヘビや

山ネコ、野生馬や雪崩に襲われて遭難 しかけた」。

-5-



■■HIMALAVA NEヽ″

「 自分たちが見た素晴らしさは日では表現で きな

い」と言うが、雪男だけは見なかった、との事。

(6月 13日  朝日新聞 )

《中 国》
女性は高山にも強し〃

心臓肥大や赤血球の異常増加などの症状を示す

高山病には、男性より女性の方がかかりにくく、

女性ホルモンがこれに有効な作用を果た している、

とする研究報告がこのほど中国で明らかにされた。

青海省西寧市の高山心臓病研究所の研究による

と、海抜 3800mか ら4200mの 高地では、男性 よ

り女性の方が適応力が早 〈、急性、慢性の心臓病

にかかる率は男性の方が高かつた。

また高地並みの低圧実験室にモルモ ットを入 れ、

一方には女性ホルモンを、他方に男性ホルモンを

注射した実験結果でも、女性ホルモンを注射され

たモルモ ットの方が適応力が高いことが分かり、

同研究所では、高山病の治療に女性ホルモ ンを使

う実験を始めている。

(6月 25日  読売新聞 )

ブリクティ隊帰国す /′

すでに機関誌でも速報 しま したが、今春、ネパ

ールのダモダール・ ヒマラヤの幻の未踏峰へ出か

けてました当協会のプリクティ隊は、初登頂をか

土産に 6月 15日 、 19日 、
"日
に分かれ相次いで

無事帰国致 しました。 (尚、高橋、佐久間両隊員

はまだカ トマンズヘ居残つております。 )

知られざる禁断の地の山につきましては次号 ヒ

マラヤで も特集を組んでお届け したいと思います。

7月 11日 (日 )午後 6時か らの TBS報 道特

集でこの プリクティ遠征の記録が放映されるこ

とにな っておりますが予告が間に合わず残念に

思います。

'82年クン登山学校隊

急性高所暴露試験を実施す/

先発の出発迄あと 1ケ月に迫った '82年クン登

山学校隊は、去る6月 14日 (月 )、 立川航空医

学実験隊のご好意により低圧チャンバーでの急性

高所暴露試験を体験 した。

当日は勤務の都合などもあって山森隊長他 10名

が参加 して QO∞ mの高度を垣間見てきた。

試験は、まず高所暴露についての一般的な基礎

講義を聴講 したあと、低圧チャンバーに入室し、

Omか ら順次 a000m、 4,000m、 ュ000m、 Q0

00mへ と減圧されそれぞれの高さで心拍数、数字

カー ドによる思考カテ スト、爪、唇のチアノーゼ

などにょる外観チエ ックを行ない高度 とはいかな

るものかを体験 した。

東京集会のお知 らせ

東京集会のか知らせ

7月 の東京集会は、先にご案内しましたように

日本 。ブータン協会事務局長の小方全弘氏に講師

をお願いしまして「 最近のブータンを語る」タ
ベ

をもちたいと思います。

会員の皆さん./友人などお誘いの上是非お出か

け下さい。

日時 7月 16日 (金 )p・ m6:30～

場所 HAJル ーム

は 顆 鰈 鱚 同 肉 塚 躙 隋 鰈 餡

・ 日本百名峠 井出孫六 桐原書店  4月 23日

・ ネパールの人びと I D・ Bビスタ 古今書院

4月 27日

o '82フ ァミリー・キャンプハンドブック 岡本

昌光 草思社 4月 27日
e日本登山大系⑩関西・中国・四国

。九州 柏瀬

祐之他編 白水社 4月 27日

・ 中・高年向きの山-100コ ース関東編― 浅野

孝 山と渡谷社 4月 28日

・ 喪われた岩壁 佐瀬稔 山と渡谷社  4月 瀦 日

・ スイスの山  々 岡沢祐吉訳 オンル・フュスリ

社  4月 28日

0万葉の山をゆく 新井清 ナカニシヤ出版 5
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月1日

0森の狩猟民 市川光雄 人文書店  5月 7日
●ツルクロー ドと日本文化 森 豊 自水社 5
月 7日

。(空撮登山ガイドロ )魃・至仏 。尾瀬が原10コ

ース 白宏史郎・大森弘――郎 山と渡谷社 5月
7日

0辻まこと山の画文「 岳人の表紙の画 と言葉」

辻まこと 自 日社  5月 7日
0雪嶺秘話 爪生卓造 東京新聞出版局 5月 10

日

・ 花遊び十二ヶ月 楠 目ちづ 山と渡谷社 5月
1日

・ 野外料理入門 日本レクリエーション研究所

泰流社 5月 1日

・ 野の花③ 大場達之 山と渡谷社  5月 12日

・ 全集 日本動物誌① 今西錦司也 講談社 5

月 12日

0昭和写真全仕事 白川義員 朝 日新聞社 5月
15日

・ 登山ミニ百科 岳人編集部 東京新聞出版局
5月 18日

・ 山の雑学 ノー ト 岳人編集部 東京新聞出版局
5月 18日

0ア フリカよ、キリマンジャロよ 池本元光 サ
イマル出版会  5月 21日

・ 私のスイス 犬養道子 中央公論社  5月 22日

・ 野の花だより 田中愛行他 山と渡谷社 5月
22日

・ 雪働 必話、伊藤孝一の生涯 爪生卓造 東京新
聞出版局 5月 22日

・ 日本民族のふるさとを求めて 森本哲郎 朝日
新聞 5月 24日
0自 然有情 足田輝一 草思社  5月 25日

・ 山の緊急判断手帳 大谷映芳 山と渡谷社 5
月 25日

・ 秘境のキルギス・ シルクロー ト・の遊牧民 藤未

高嶺 朝日新聞社 5月 26日

・ 花紀行 2・ 北アルプスの花 布施正直
版局 5月 29日

花紀行3・ 富士山の花 イズミエイコ文化出版局

文化出

HIMALAVA NEWS:ll

・ 山里の詩・奥武蔵 根津富夫 さ きたま出版会
5月 29日

・ 遥かなるクン 杉並勤労者山岳会 5月 31日
●ヨーロッパアル プスの旅 大学生協事業 センタ
ー 6月 3日

・ 冒険家の森・サバイバル技術教書 C,W・ ニ
コル、田渕義雄| クロスロー ト

゛ 6月 3日
●緑の生活 オーク・ lブイレッジ、稲本正、角川
書店 6月 3日

・ 気象衛星「 ひまわり」の四季 飯田陸治郎・渡
辺和夫 山と渡谷社  6月 4日
0季「 SEASONS」 富成忠夫 東京エディ
トリアルセンター 6月 7日

・ :森のクラフトマン ′」ヽ林偉史・典子 JICC
出版局 6月 8日

。日本アルプスの登山と探倹 ウォルター・ ウエ
ス トン 大江出版社  6月 8日

・ エゾンカ「 雪原 に群れる」 窪田正克 平凡社
6月 8日

・ 尾瀬霧幻 麻賀進 誠文堂新光社  6月 9日

・ 北海道花の散歩道 北海タイムス社 6月 9日

・ 源流は呼んでいる 西野喜与衛 岳書房 6月
10日

・ 花のみちのく 光書房 国際情報社 6月 11日

・ 蝶の島 三木卓 桐原書店  6月 15日

・ 朝日連峰 阿部幸作 高陽堂書店  6月 15日
●ツン ドラから氷河へ 都庁山岳部 6月 15日

・ 山頭火人形と山日記 藤津滋生 檸檬社 6月
16日

0日 本登山大系Э南アルプス 柏瀬祐之他編 自
水社 6月 16日

・全集日本動物誌② 今西錦司他 講談社 6月
17日

ら・ もんたあにゅ―すばらしき山々―

日本山岳会写真協会の企画編集による写真集。

101枚の写真 (A4判 )と 解説 13瓦 素敵なアク
リル製の額が付いております。〔出版科学総合研

究所刊、定価 Q500円 、連絡田出版科学総合研究

5月 29日
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《座談会》

本誌126号ぞその発足が公表 されたヒマラヤ登

山実践研究会 ――そのグループの実態とは何なの

か? いや、どうあるべきなのか。とりあえず集
ったメンバーでその理念や運営について一夜話 し

設立の趣旨は3つあるが……。

角田 ヒマラヤ登山実践研究会というグループ

をHAJ内 に発足させ ようという呼びかけが山森
さんを代表発起人として為されたわけですが、今

日はと りあえず集 つたメンバーで、グループの理

念や運営についてざっ〈ばらんな意見を出しても

らいたいと思います。呼びかけその ものは本誌の

126号に掲載されていますが、ああいう改まった

募集広告ではもうひとつピンと来ない部分もある

ように思います。最初に言い出しっぺの山森さん

から座長というような形で意見を出 してもらいた

いと思います。

山森  ヒマラヤ登山実践研究会という名称はま

だ仮称なんだけど、その真意は大別して三つあり

ます。ひとつはヒマラヤに登るという行為を追求

するための、あるいは してい くなかでのメンパ_

の結集。 これを永続的にやっていきたい。ただ し

必ず しも自分たちが登 りたいから集めるという発

想では ない。HAJに は北海道から九州まで様 々

な人がいるわけだけど、能力も情熱もありながら

EXPE・DITIONの 場を持たない人が多勢い

る。そういう人たちのために「 場」を設定 し、プ

ロジエタ トを推進していくメンパーを結集 しよう

というものです。そういうなかで登るという行為

を追求していきたい。

ヒマラヤ登山実践研究会
その理念と運営について

出席者 山森 欣
中岡

(司会)角 田 不

― 尾形 好雄
久 関  久雄

あってみたもとにもかくにもHAJ.EXDED
!T10Nの 原動力となる夢多きグループはもう
始まつているのだ。

二つめには山ヤとしてひとつの主張を持つグル

ープにしていきたいということ。たとえば私個人

が感じていることだけ ど、最近国内の冬期登攀が

割合に軽権 れている。一方 ヒマラヤでは高所順

応やそのための訓練方法などが非常にクローズア

ップされてきている。 しかし、ヒマラヤは高所順

応だけで登れるわけではない。そ うい う時代の中

で私は敢えて『登山者はもつと国内の冬期登攀の

経験を積むべきだ』 と提唱したい。ヒマラヤ登山

実践研究会では、そ ういつたような様 々な問題を

指摘しつづけてい〈団体でありたい。

三つめはHAJの 内部事情に関連 してくるけど、

かってのEXPEDITION研 究会というグル

ープがカンチを推進していくなかで協会そのもの

の運営の主要メンバーになって しま つたというこ

とがある。しかしHAJと いうのは登山だけをや

っている団体ではない。かなり多種多様な目的を

持つ団体であるわけで、今やかってのEXP研 の

中心だった稲田や私は協会の運営の核ではあって

も、登山行為推進の核とはなり得ない。これから

は協会運営とは少 し離れた場でHAJに おける純
)1卑な登山行為を推進 してい〈人間がどうしても必

要なわけです。そのための組織でもある。

角田 要約すると、①機会と場の設定によるメ
ンパーの結集、②オピニオンを打ち出してい〈グ
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山 森  欣
一 (38才 )一 男 一 女

の 父

HAJ事 務局長 山嶺登高会々員 日山協海

外登山常任委員 都岳連海外担当理事

(海外登山歴 )

1975年 インド・ヌン(7135m)副隊長

1978年1カ ラコルム‐ハチンダール キッシュ

(7163m)副隊長

1980年 ネパ ール・ カンチェンジュンガ

(8,598m)偵 察 隊長
1981年 ネパール・ カンチエンジュンガ

(&598m)隊 長

1982年 イン ド・ クン (7077m)隊長

ループ、③かってのExP研 とは1■Jの変遷の中
で出てきた必要性ということになりますが、話が

散漫にならないようにひとつひとつテーマを区切

って意見を出してもらいたいと思います。まず①

からいきたいと思います。①の目的はやや登山学

校と重複する部分もあるんじやないかと思います。

機会と場のない人にそれらを与えるという部分は

完全に重複します。たとぇば今ここにいる中岡さ

んや関さんは登山学校を卒業 してHAJに かかわ
りを持ち、この実践研究会の旗上げにも参加して

きているわけですね。

山森 いや、そりやち よっと違 う。登山学校の
理念はNEXT EXPEDIT10Nを 自ら行

なえる人間の育成ということが最大の眼目であっ

て、必ずしもHAJの ExPのためにメンバ_を

集結しようというものではない。とにかくノウハ

ウを学んでもらって、将来の自分自身の計画に生

かせるようにということです。ただ現実には登山

学校に来る人が全部そ ういう人というわけではな

いけど。

とにかく仲間が必要

中岡 登山学校っていうのは、 とにか く一度は
ヒマラヤ登山をしてみたいという人が来るケース

が 多いん じやないですか。登山学校で学んだノウ

ハウを 自分の会に持 ち帰って、次は自分の会の遠

征をやるという人はパーセンテージとしては少な

いですね。

角田 その辺の理念と現実のくい違いは実践研
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究会で も充分予想で きる。いや、むしろそ うなる

危険性のほうが多い。たとえば来年チョー・ オユ

ーヘ行 くとか、 85年にK2へ行 〈とかす る。メ
ンバーは集るでしよう。そして新たに 80∞ mのサ

ミッターが生まれるで しよう。 ところがそのサミ

ッターは「 バンザイ、俺も登った」というわけで、

あとはさつさと引退 して実践研究会なんぞにはか

かわらなくなる。 こぅいう人は当然出るでしよう。

そういう意味では現実的には実践研究会は登山学

校でやつてることをレベルアップしただけで、性格itκ

は似た ようなことになるようにも思うわけです。

実際にかっての EXP研がそうだったんですから。
山森 ExP研 は初期の段階ではかなり高度な
純粋な研究グループだったんです。 ところが現実

にEXPを 実践しはじめた時からメンバー補充の
ためにいわゆる肩たたさをするようになった。そ

の結果 として角田が言ったような性格になってい

った。だけど今度の実践研究会は最初から実践の

ための団体なんだから、肩たたさを恐がっていた

らどうにもならない。重要なのは実践研究会の中

でそれぞれの企画のテーフになる連 中だと思う。

角田 まさかひとつひとつのEXPの 隊長がミ
ーハー的な一過性 の人間なんてことはないでしよ

うけど、そこに集る人間たちは 10人のうち7～8

人までは一過性で しようね。でも私はそれで もい

いと思います。ひとつのEXPか らたとえ 1人で
も2人でも核になり得る人間が出て くればそれだ

尾形 好雄 (33才)妻 帯者

H AJ機関紙編集長、雪と岩の会々員 日山
協海外登山常任委員

(海外登山歴 )

1974年  ネパール、ツクチ ェ・ ピーク
(Q920m)隊長、登頂者

1978年  ネパール、ヒマルチュリ(7,893m)
隊長、西峰 (7,540m)初登頂者

1980年  イン ド、ケグルナー ト・ ドーム

(Q831m)隊長、登頂者
1981年  ネパール、カンチエンジュンガ
(8598m)縦 走隊々長、ヤル
ンカン登頂者

1981年  インド、ナング・カート(Q61lm)
捜索隊 副隊長



けで大変な意義が ある。

山森 もちろんそれで杯いでしよぅ。ただね、
ここで私が言いたいのは中央集権ではダメだとい

うこと。たとえば酒田の連中が何かをやる。高知

の連中が何かをやる、だけれども中央集権の中で

やるん じやなくて、彼らが独 自でやる。その結果

として、HAJを 土台として彼らが以後その地方
のヒマラヤ登山の中心になってい〈。これはHA
Jに とつても彼らにとっても望ましいことだった。

ただK2と かエベンス トの場合は、そ ういうわけ
にはいかないけど。

関 ち よっと聞きたいんだけど、この実践研究
会 っていうのは 田 00mに 照眸をあわせてるの ?

角田 いや、そんなことないで しよ。
関 あ、そ う。ならいいんだけど。というのは

僕なんか 8000と か じやなくて、未知の山をめざ

していきたいと考えてるから、なんとな くピンと

来なかった。

山森 山は逃げるんだよ。何故かってい うと、
どんどんブッキングされちやうか ら。そのために

協会ではいろいろな山をおさえて いるけど、何も

それにとらわれる必要はない。いろいろな計画が

出て くるほうが望ま しい。

尾形 実践研究会の中での小 クレレープ化という
やり方は、方法論としては現実的でいいと思いま

す。同一人物が 80(Ю もめざし、今回のブリクティ

みたいな山もやるというのはあま り現実的でない

ですから、片方で 80∞ もやっていればまたもう片

方ではHAJな らではの渉外能力で許可を取って
出かけ るような未知性の高い山、シッキムとかブ

ータンみたいな所へ行 く連中もいるというあり方

がいいでしようね。

関 ただ僕なんかねえ、割といろんなことをや
ってみたいという気が あるんですよ。未知もや り

中岡  久 (32才)独身
HAJ会 員、東京白稜会々員、都岳連海外登
山委員

(海外登山歴 )

1978年 イン ド、 トリスル (7120m)
登頂者

1981年 ネパール、ランタン ‐り(7239m)
登頂者

関  久雄 (31才)妻帯者
HAJ会 員、神奈川大学Ⅱ部W・ V部 0・ B
会々員

(海外登山歴 )

1977`竿  イン ド、タルコット(Q099m)
1979年  イン ド、マタプ(a28(m)登頂者
1980年  イン ド、ビエンガパー (5972m)

隊長

1980年  イ/ド、クダルナー ト・ ドーム (

Q831m)登頂者

たいけど8000も や りたい気持もないわけではな

い。世界中あちこち出かけたいなんて気もあるし、

年とったらカアちやん と子供つれてそこそこの山

登りもいいだろうとかね。

角田 とにか くいろいろな意味で仲間は必要で
すね。これは ヒマ ラヤに限らないけど。

中岡 常に登るためのパートナーを確保 してお

きたいという欲求はありますね。

山森 それは最 も本質的な問題だね。

実践抜きの理論はあり得ない

角田 さっき山森さんのほうから、 ヒマラヤは
高所順応だけで登れるわけ じやないという話が出

ましたけど、確かにそうなんですね。 もちろん高
所順応といぅのは高所登山では重要なファクター

で、それ抜きにして高所登山はあり'得な
い。でも

それ以外にも重要 なことはた 〈さん ある。たとえ

ば雪。私は去年ガンガプルナで雪とい うものの持

つ恐ろしさをつくづ く味わった。

尾形 ちなみに、ここ12年間での ヒマラャの

事故を分析すると、 6割までが雪崩ですよ。高度

障害のほうがむ しろ少ない。つまリヒマラヤ登山

における危険は 自然的要因のほうが大きいんです。

原真さんの高所理論の中で もそのことはちやんと

言 っている。この順応理論はあてはまる山とそう

でない山が あるとね。それは当然そうなんだけど

最近の風潮として、特に若い人たちは ジャーナリ

ズムに影響され易い し、物事をかみくだいて整理

して理解するという姿勢に欠けている。ジャーナ

リズムでク ローズアップされると、す ぐそれにワ

ァーッと飛びついて しま う。そうしないと時代に
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乗り遅れるような不安を感 じるんでしようね。だ

けどその裏に隠された真理までは理解しようとし

ない。つまり体力科学 も重要だけど、あくまで も

登山の中の一部なんだということに気がつかない。

山を見る、ルー トを見るということの重要性は古

くから言われているけど、もっともっと認識され

なければな らない。そうい うことの指導啓蒙活動

は確かにHAJの 役割のひとつて しょう。原さん
の高山研究所の理論は確かに重要だけど、HAJ
はHAJで また違った観点からヒマラヤの危険を
訴え、登山界を リードしていかなければならない。

関 原さんはその点について言うべきことはキ
チンと言ってるんだけど、読者のほ うで大きく扱

われている部分だけ鵜呑みにして、他の部分に眼

がいかな くなるというのは由々しい問題ですね。

角田 結局 ジャーナリズムのせいでしよう。 ジ
ャーナリストといぅのは常に新しいもの、時代に

熱狂的に歓迎されるものを大 きく扱う、というよ

りもそういうものを造 り出そ うとしている人種で

すから。それに踊らされるクライマーがいるとし

たら、それはクライマーのほ うが悪いと言って し

まえばそれまでですが、そんなこと言ってしまっ

たら日山協 も岳連 もHAJも 社会的な存在意義は
な くなってしまうんで、やはり地道な指導啓蒙活

動を展開 していかなければならない。でもこれは

どちらかというと実践研究会 じやなくてHAJそ
のものの仕事ですよ。

山森 もちろん HAJの 仕事だけど、ただHA
Jが そういう仕事をするために実践研究会の活動

が必要になってくるわけ。実践の裏づけのない理

論に耳を傾ける奴なんているわけない。私は全国

津々浦々話をして歩いてつくづ く感 じている。 ヒ

マラヤ会議や何かで皆が私の話に耳を傾けるのは、

私に実践の裏づけがあるからなんですよ。そして

実践は常に新 しい ものでなければ説得力がない。

時代の先端でなければならない。そういう意味で

はいつまでも私が話をしていたん じやダメなんで

世代交代がなされなければならない。そのために

実践研究会は必要不可欠なわけで、す ぐれた実践

をした人間が帰ってきていい話を しなければいけ

ないと思 う。

HAJ全体のバランスの中で

角田 最後にこの実践研究会のHAJ内 におけ
るあり方 というか、どういう位置づけになるのか

ということを過去の EXP研 や現在の事務局態勢
のこともからめた うえで話 して もらいたいと思い

ますが。

関 事務局と登山の実践を分離させなき やなら
ないとい うのは、これはもう当然のことで しよう。

山森  ところがそれが難しいことなんです。山
ヤっていうのはパヮーがものす ごいか らね。意識

しなくても結果的に山を一生懸命やろうという連

中が協会の執行体制もやっていくとい うことにな

ってしま う。

中岡 それはHAJじ やなくて、一般の山岳会
でもそ うですね。会の中で一番バ リバリ登ってる

連中が会の事務もやるというケースが多い。そう

せざるを得なくなる。

角田 かつて、まあ4年ぐらい前までですか、
ExP研 とHAJ執 行部はぜんぜん別だつたんだ
よね。あの頃は事務局が名古屋の沖さんのところ

にあって、EXP研 は稲田さんが実質的な代表格
であと清水さん、西郡さん、山森さん、菊地さん

あたりが主だったメンバーとして動いていた。あ

の頃執行部とEX P研はあまり仲が良 〈なかった。
仲が良 くなかったからこそEXP研 は当時まった
く独立 した動きをとることがで きたのかもしれな

角田 不二 (29才)独身

HAJ常 務理事、明治大学駿台山岳部 0。 B会
員 都岳連海外登山委員
(海外登 山歴 )

1978年  イン ド、トリスル (7120m)
登頂者

1980年  ネパール、カンチ エンジュンガ
(8598m)偵察

1980年  イン ド、ケダルナー ト・ ドーム
(Q831m)ィ ンス トラクター
登頂者

1981年  ネパール、カンチ エンジュンガ
(8598m)ャ ルンカン登頂者

1981年  ネ′く―ル 、ガンガプルナ (7455
m)登攀隊長。

-11-



い。今度の実践研究会はそ ういう意味では事務局

とペッタ リだから中心になる連中がよほどしっか

りしてないと事務局依存型になってしま うだろ う。

中岡 沖さんから山森さんに事務局が移った経

緯というのがよくわからない。

山森 社団法人化するということが契機だつた。
つまり沖さんは社団法人化 した場合はつづける

のが無理だか ら稲田・山森が社団法人化をすす

めるため事務局 も引き受けようということにな

った。

角田 要するに山ヤのパワーですね。だけど協

会の全体のバランスということがあるから、パワ

ーばっか りじや協会としては因る。

山森 やる気の ある奴にとって、HAJほ ど利

用価値の ある団体ってないと思うね。実践研究会

は連絡事務は事務局でやるとして、それぞれの企

画のチー フになる連中は しっか りやってもらいた

いと思 う。

角田 それぞれの遠征がスター・卜していけば、
それなりに形ができて くるで しよう。とにか く遠

征が始まらなさやね。

山森 そりやもう実践研究会だか らね。

中岡 そうするととりあえずチ ョー 。オ ューで

すか。

山森 あれもいろいろと大変だよ。その前にマ

ナスル もあるけど。じやあ今日のところはこんな

ところで……。

角田 どうもご苦労様で した。

ヒマラヤ登山実践研究会旗上げ式挙行.4/
去る、 5月 30日 の日曜日に東京都勤労福社会館

において「
ヒマラヤ登山実践研究会」の旗上げ式

が挙行されま した。

当 日は、熱意ある研究会入会者が東北や四国な

どの遠方か らも駆けつけ、盛 り上がった旗上げ式

となりま した。

旗上げ式は、まず、参席者の 自己紹介から始ま

り、続いて実践研発起人代表の山森氏より挨拶が

行なわれた。

ライト・ エクスペディションを研究 しようと発

足 したEXP研 の生立ちからラムジュン・ ヒマー
ル、バツー ラⅡ峰、カンチエンジュンガ縦走と展

開 してきた EXP研 の歩みについて話され、その

上で何故、 ここに新たな実践研究会を ./の 趣旨説

明がなされた。 (ヒ マラャ126号 参照 )

その後、具体的な実践研の運営 についてデイス

カッションが行なわれ次のような事項が決定した。

1.名 称について

仮称だった「 ヒマラヤ登山実践研究会」の名称

が正式名称として決定 した。

2 集会について

実践研の集会は、年 2回 とする。

。HAJ通 常総会の前日…… 5月
0定例会………………・……… 11月

(定例集会は、日本百名山のある土地を原則と

して各地をまわる。 )

3 連絡について

実践研の月報を発行。

「 研究会ノート」の回覧。

生 運営費について

実践研運営費として年会費 (4月～ 3月 )a000

円を徴収する。 (月 報印刷費、連絡費 )

5 幹事
当面の幹事として次の 3名が選ばれた。

新郷信廣 尾形好雄 安部 誠

以上をもつて実践研の旗上げ式は閉会となった。

(参席者 )

山森欣一 尾形好雄 山田 昇 稲垣公平 飛田

和夫 片岡邦夫 角田不二 小松 イ申 小暮 孝

松本正城 山崎幸二 安部 誠 畠山 優 真行

寺栄一

一現在、考えられてる目標山一

1982-83年 冬期マナスル (8156m)
1983年 春 チ ョー・オュー (8153m)
1984年 春 ゴジュンバ・力/1(7806m)

秋 チャマール (7177m)
1985年 夏 K2(861lm)集 中
1986-87年 冬期エベレスト(8848m)
※この他、サセール・カンリ、 シニオルチュ、

中国等。
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大気圏外からのヒマラヤ気象

人工衛星 (ラ ンドサット)写真の利用

気象庁山岳部 斉 藤 隆

最近では、新聞・テレビの天気予報 にも気象衛

星からの衛星写真が用いられるようになり、これ

までの天気図が衛星写真に写る雲の動きと端 に

眺められようになった。

地球を取巻く人気圏は、地球を直経 10mの円
で書き表わしたとしたら、その鉛筆の線の太さが

大気圏層だと言われている。この中で我 々は日常、

さまざまな気象現象に見舞われてるのであるから

天気を予報することは、将に雲を掴むような話と

なりかねない。然 し、このように大気圏外から地

球上を覆 う雲の動きなどが眺められるようになる

1.ラ ンドサットとは

ラン ドサット(LANDSAT)は 、主として

陸上関係のデータを収集す る代表的な衛星であり、

アメリカが 1972年 に打ち上げ、現在は 3号
(1978年 打ち上げ )が観測 しています。
ランドサットからのデータは、 アメ リカを始め
カナダ、ォース トラリア、日本など 11ケ国の地

上局で受信されており、 1982年 にはさらに3
ケ国力功口わる予定であります。

両極の一部を除 く地球全域 (N81°～ S81° )
を観測するためランドサ ットは、高度が 915 km、

地球 1周 を 1時間43分のほぼ円軌道で回ってい

ます。衛星が地球を 1時間 43分かかつて一周す
る間にも地球は自転を続けてかり、 ラン ドサット

の軌道は地球を 1周するごとに経度にして西へ約

26° ずれていきます。 したがって 1日 では 14
の軌道しか観測はできませんが、 18日 間で地球

全域を観測をして、また元の軌道に戻ってきます

ので同じ場所を観測するのは、 18日 ごとという

ことになります。

と気象の移り変りは茶の間の人達にも一層判 り易

くなるであろう。

これだけ身近なものとなった衛星写真をヒマラ

ヤ登山にも積極的に活用することによって登山計

画の立案や現地に行ってからの気象判断の参考に

寄与することが出来るのではなかろうか。

今回は、都岳連海外登山委員でもある気象庁山

岳部の斉藤隆氏に「 人工衛星写真の利用」につい

てご執筆を戴いた。 (機関紙編集部 )

2.観測データの種類
ラ/ドサ ットには、MSS(Mllti Spectral

Scanner)と RBV(Return Beam VidicOn)

の 2種類の観測装置が搭載されています。

(1)MSS

MSSデ ータは 4つの異なる波長 (分解能 80
m)で観測された もので、巾 1 8 5km、 長さ 170

kmの地域の画像が 得られます。

①MSS4バ ン ド(Q5～ Q6μπ′)

水の透過が よく、浅瀬の水底地形や水の汚染に

よいが水蒸気の影響を受けやすい。

②Mss5バ ンド(o6～ Q7μ′胤 )
都市、土地利用形態、植核分布の識別に適する。

③MSS6バ ン ド(o7～ o8μπ )

水 と陸地の区別がよくなってくる。

④ MSS7バ ンド(0.8～ 1.1“η )水 と陸

地の区別が明確となる。植物区分、農業用水

の状態調査によい。

侶)RBV
RBンデータは、05～ Q75μπ の波長 (分解
能 38m)で 観測 したもので、 9 8km× 9 8kmの
4つのサ ブツーンで 1シーンを構成 します。
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3.写真の入手と内容

ラン ドサ ットはアメリカのNASAで 一定の軌
道を通る様にコン トロールされており、一軌道で

巾 1 8 5kmの 帯状にデー タを収集しています。

この軌道にはパス (PATH)ナ ン ―ヾがつけられ、
帯状のデータを一定間隔で南北に区切 りたものに

ロー (ROW)ナ ンバーがつけられています。こ
のパスとローの交点を中心として 1枚の写真の地

域を定め、 これを 1シーンと呼んでいます。

図 1は、パス・ ローを示すラン ドサット・カバ

ンッジ・ マップです。

希望する地域の シーンを入手する場合、緯度経

度を参考にしてパス・ ローナンパーを指定 します。

各 シーンの過去資料 はマイクロフィルムで保存

されており、各ポイン トごとに表 1で示すような

マイクロカタログが作成されています。

このカタログにある項 目、たとえばデータ収得

年月日、雲量 (1シーン中の雲でおおわれている

面積 )、 フィルム画質等考慮 し希望する写真を指

定 します。

次にランドサットにょり:得 られたデーターの価

格表 (海外の場合 )を表 2に示 します。

写真の縮尺

①MSS
7 07π    l : a3 6 90 0 0

2 4 0ππ  l:1,00Q000
4 8 07π   l: 500,000

MSS 5888*

MSS 8888*

MSS 5888*

各国センター

① EROS     アメリカ

② CCRS     カナダ

③ INPE    ブラジル

④ EARTHNET イタリア

⑤ ALS      オーストラリア

これらの写真は、注文後約 1ケ月で入手できま

す。急 ぐ場合にはEROSセ ンターのみですが約
2週間で写真を入手することもで きますが、価格

は 3倍 となります。

日本ではラン ドサットのデータの扱いは、下記

の所でおこなっております。

Gオ)リ モートセンシング技術センター 技術部
TEL 03-403-1761(代 )

住所 〒106

東京都港区六本未 7-15-17
ユニ六本木 ビル 6F

以上ランドサ ットの概要およびデータ内容につ

いて述べましたが、今後皆様の登山活動にかさま

して、何かか役に立つことがあれば幸甚と思って

おります。

9 6 0ππ

② RBV

7 0ππ

2 4 0ππ

1: 25Q000

1:1,685300
1: 50Q000

(表 -1)
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(表 -2)  ¥¥ヵ ィガィ デ_夕  ヵヵク (82.4)¥¥
データ シュルイ EROS CCRS INPE  EARTHNET A L S
》MSS《
B/W70mm FILM POSI
B/W70mm FILM NEGA
B/W240mm FILM POSI
B/W240mm FILM NEGA
B/W240mm PAPER PRIN丁
B/W480mm PAPER PRINT
B/W960mm PAPER PRINT
COL240mm FILM POSI
COL240mm PAPER PRINT
COL480mm PAPER PRINT
COL960mm PAPER PRINT
CCT
》RBV《
B/W70mm FILM POSI
B/W70mm FILM NEGA
B/W240mm FILM POSi
B/W240mm FILM NEGA
B/W240mm PAPER PRIN丁
CCT
《COMPOSIT FEE》

3,000

3,700

3,700

41400

31700

71300

121800

91100

51500

121800

25,500

103,400

15,000

30,600

4,700

14,600

17,500

29,900

17,500

38,600

75,800

37,500

29,900

49,900

199,900

3,700

5,100

4,600

9,100

16,400

12,800

7,700

16,400

36,400

113,700

14,000

18,700

11,700

18,700

28,()00

58,200

46,600

69,900

93,200

151,300

3,900

9,400

16,400

8,100

7,300

17,500

32,800

79,300

3,000

3,700

3,700

4,400

3,700

103,400

27,300

14,600

17,500

29,900 14,000

18,700

11,700

151,300

0

4,700

3,900      17,500

0 0

*CCRS ノ 70mmフ ィルム ハ 4 Bands/set アツカィノミ。
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―第2回 日本登山医学研究会での特別講演―

は じめに、今回この研究会に私達 (夫妻 )を お

招きいただ き、共通する登山医学の話題について

デ ィスカッションする機会を与えていただいたこ

とにお礼を申し上げたい。特に Dr、 中島道郎の

熱心なお誘いや、 1日知の仲でありこの席の座長を

されているDr、 伊藤洋平に感謝する。

日本の登山家による長い歴史があり、特にマナ

スル以来 、最近ではレベルの高い高所登山が行わ

れていてそれだけ日本における経験の積み重ねが

大 きいわけであるからより良い意見交換が出来る

ものと念じている。

高山病の問題は古くから論 じられ、ヨーロッパ

・アル プスでのモ ンテ・フランの初登や、あの劇

的なマ ッター・ホルンでのアクシデン トの原因は

何だったのか という裁判ざたにもなり得るテーマ

で もあったのだが、今回は高山病と高所生理学の

若千の問題について触れたいと思う。

「高山病と高所生理学」
Dr.チ ャールス・Seハ ウストン

西郡 光昭

1日 高所障害のさまざま

高所障害の医学的な所見と、個々にあらわれる

さまざまな病状とをはっきり区別することは不可

能である。例えば急性高山病 (AM S)や 高所肺

水腫 (HAP E)、 それに高所脳浮腫 (HACE)
はそれぞれが別々の人に発症することもあれば、

同じ人に一度に現われることもあり、 しか もその

組み合わせや症状の程度もまちまちである。

これ らはすべて個 々人が置かれた環境によると

いつて も良いであろう。 a200m以 上の高所に

登 る人の半数以上に限底出血 (HARH)が 見ら

れるという。その場合、ほかの高山病の症状が何

もないただのHARHだ けのこともあれば、ほが

の高山病症状と一緒に見られることもあるのだが、

我々はHARHそ のものはあまり問題に しな〈と

も良いと考えている。それはHARHが 必らず し

も脳内の出血を示すものではなかろうと考えてい

るからだが、その点はこれから研究をつめる必便

があろ う。ただし出血部が黄斑部に生じた場合は

例外である。

2.高所障害の基本的メカニズム

我 々は端的にいつて、高所障害はどのようなタ

イプにしても、すべて修理不能なナトリウムのポ

ンプの故障になぞ らぇることができると考ぇてい

るこのポンプの故障は、細胞の中のナ トリウムを

増加させ (その反対に カリウムを減少させ )てそ

の結果として細胞の中に水分が入 りこみ、細胞が

膨れる状態をつ 〈りだす。これを浮腫 (む くみ )

というのだが、これは局所的 (身体の一部 )に 出

ることもあれば全身的に出ることもあつて、高所

障害の徴候や症状の違いはこの浮腫の生 じる部分

と程度によってさまざまなのである。

3.高所障害の予防と治療

もっとも有効な予防法は、改めてい うまでもな

くゆっくり登ることである_と いってもみなが

皆、ゆっくり登れば高所障害を予防できるという

わけのものでもないが、大量の水分摂取が有効で

あることに間違いはない。

それに薬を使う場合、AMSと いわれる厄介な

症状を予防するためには炭酸脱水素酵素阻害剤、

アセタゾラマイ ド(商品名ダイアモックス )が最

良 と思 う。これを250%錠 1回 1錠、 1日 1～
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3回高所へ登 る日とそのあとの 1～ 2日 間服めば、

たいて いの場合AMSを 予防することが出来る。
しかしこれもHAPEや HACEに まで増悪した

時点での効果は期待で きないのではないかと思う

が、 これも今後より多くのデータを揃えて結論を
出さねばならない。 メドロキン・ プログステロン

とい う薬もあってこれは肺の換気を増大させるは

たらきのあるところか ら予防に効果的だとされて

いるが、若干女性化をひさ起すといわれている。

また炭水化物だけの食事は高度に して 700m

分だけ得をするといわれており、食事も投薬 の手

段と考えればこのほかに有用な投薬はないであろ

う。

それにしても最良の治療法は下へ下へ と降ろす

ことである。わずか 70om～ 1,000mの下降
で早朝のHAPEや HAcEは 十分に回復させる
ことができ、しかも酸素吸入よりも有効である。

フロセマイ ド(ラ ンックス )、 ステロイ ド(ベ タ

メサゾン、デキサメサゾン )も HAPEや HAC
Eに対 して用いられるが、その安全性や有効性 に

ついて は若干、異論のあるところである。

日本の登山家はポータブルの加圧室などを利用 し

ているそうだがそれらは有用だと思う。

4.高所障害の特色

高所では、睡眠中にチエーン・ス トーク呼吸 (

無呼吸と頻呼吸が交互にあらわれる )をするとい

うことはご存知の通りである。我々はこの無呼吸

の間の動脈血の酸素飽和度はかなり低いというこ

と、そ してそれが高所障害の重さの程度に関係あ

ること。さらに先述のダイアモックスによつてそ

れが予防または減少させることが出来るものであ

る ことを証明した。

我々は、生れながら肺動脈に欠かんがあるため

に低い高度でHAPEに 罹 ったい くつかの症例か
ら、そのメカニズム解明へのヒントを与えられて

いる し、未だ証明されてはいないが顔面に冷たい

風が当たることで肺動脈圧が低酸素の故に高 くな

つてHAPEを 起す らしいことも知られるように
なって来た。

またある学者達は、高所住民が低地で数 日を過

した後、再 び自宅へ戻った場合HAPEに かかる

危険が普通の人より高いと主張 している。

5.高所順応
これは Omから急に登る場合、普通なら意識を

失 うか、死んで しまうような高度で も、人が住ん

だり仕事をす ることが出来るようになる身体上の

一連の変化をまとめた ものである。

高所 dl頃応すれば どんな変化が現われて 〈るか。

その限界は どの辺までなのかなどについては議論

の多いところで、例えば Q500m～ 7000m
以上では衰退の方が

'1順

応よりも早く進むのはなぜ

かなどについても皆さんいろいろなご意見があろ

うと思 う。

"アルバイン・スタイル "と ''極地法 "あるい

は "包囲法 "と 呼ばれる登山形式の比較でもいろい

いろな意見があると思 うが、アルバイン・スタイ

ルを採る登山家はそれまでにいくつもの高所での

経験を積んでいる人がほとんどである点を強調じ

ておきたい。逆に包囲法を取る場合にも、高所滞在

在日数が長ければ長いほど良いとはいえないとい

うことも我々の経験や実験の結果はっきりしてい

ることを確認したい。

その他、高所なるがゆえに起る紫外線、凍傷 (

死 )な どの障害について触れなければならないが

時間の都合で割合させていただく。

最後に、低地でも低酸素に起 因する病気や障害

には、肺不全症、ある腫の心臓病、嚢胞性線維症、

肝硬変などがあること。 3000m程 度の山でも
登 ってはいけない病気に、狭心症、心不全、肺不

全や日本にはほとん ど見 られないが遺伝性の貧血

症などである。

われわれが高所経験で得た技術や知識が上のよ

うな障害を取り除くのに役立つことを期待したい。

以上の講演要旨はハウス トン博士の当日用のレ

ジュメ (訳 :中島道郎博士 )に西郡が若千補足 し

た ものであり、文責は西郡にあります。

第 2回 日本登山医学研究会 (会長 :北博正氏、

代表幹事 :中 島道郎、斉藤惇生両氏 )は去る 5月

28、 29日 両日にわた り京都市で開催 されまし

た。
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杉浦  誠氏 和田 誠治氏

稜朋会インド0ガンゴトリ登山隊
サ トパ ン ト (7,075m)
バギラティⅡ (6,512m)

出席者

聞き手

隊 長 杉浦 誠
副隊長 和田誠治
隊 員 告川清一
マネージャー 高橋広子
尾形好雄

会の生立ち・創立10周年

一
最初に稜朋会さんのご紹介か らして戴さ

たいと思います。まず、生立ちなどからお話 しじ

て貰いま しようか。たしか、稜朋さんは緑山岳会

か ら分かれたクラブと記憶 しておりますが……

杉浦 はい、今年で 丁度10年になります。昭和

47年にあの当時の緑の リーダー、現役がそっくり

抜けて創 ったんです。結局、あの事件があって緑

(山岳会 )は都岳連から締出されてしまったんで

緑 (山岳会 )に居ては山に登れないということで、

それじや別なクラプを創って山に行こうとなった

ようです。もっとも僕なんか和田君 とは同期なん

ですが、あの当時は新兵だったんです。だから僕

なんか何 も知 らないで上の連中がゴチャゴチャや

ってそれにつれてきちやったような感じなんでそ

のへんの細かいところは解らないんですね。

和田 まあ、その前からいろいろあつたようで

すが、表向きは今言ったような事ですね。

一
現在、会員の方はどのくらい居るんです

力、

高橋 広子氏

杉浦 名簿上は 50名 ぐらいですが、常時活動
しているのは20名から30名の間ぐらいですかね。

和田 うちはオールラウンドの山登 りをするオ

ーソドックスな山岳会ですから、老若男女を問わ

ず入会させてますからね。

一

オールラウンドということですが国内で

の山行形態は昔ながらのォーノドックスな山岳会

のようなものですか。

杉,甫 そうですね、沢登 りや岩登 りなど幅広く

やってるというか。流れそのものは、緑 (山岳会)

の時とかわらないですね。やつていることは。

一
現在はボルダ リングなどハー ドフリーに

代表されるように山登 りもいろんなジャンルに分

かれてきてお りますが、 こうした中でクラブとし

て昔ながらのォーノドックスな山登 りを指向して

い くことは、いろいろとや りず らい面があると思

いますが どうでしようか。

杉浦  うちの会でもそういうグレンデ通いの感

じがする若い会員は多いです よね。只、そ ういう

のを否定 しちやうと会が成 り立っていかないよう

な気がしますからね。

サ トパン ト南壁ヘ
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一
 稜朋さんは前にム リキュラヘ出かけてま

すよね。あれは何年で したか。

杉浦  1976年です。

一

,そのあとの遠征は、どこか出かけられて

いるんですか。

杉浦 会としては、今回が 2度 日です。個人的
にはP29や トリスル、 ボコダなどに出かけている

者がか りますけどね。

一
今回の遠征の発想などをか聞かせ下さい。

杉浦 当初は、短期間と少ない費用でバ リエー
ションの要素を含んだ山を探そ うとい うことで、

どこのエリアと言 うんじやな〈、最初 7人 もいな

い数人でやってたころにテンーサガールの北東稜

をまず選んだんです。あの当時はまだ登られてな

い し、何回か取 り付いて敗退 しておりましたから

是非、登 りたいと思 ったんですが、一早く大阪の

泉州山岳会が予約を取っていて駄目だ と言 うんで

それ じやどうしようか と百 う事でメルーとかいろ

いろ候補に上ってきたわけです。

サ トパントも候補に上げたんですが、いろいろ

話 しを聞いたらサ トパントはインナー ラインの中

でまず 100%許 可が降 りないだろうと言われま

したので最初はサ トパ ントは行 きたかったけど希

望の中に入れなかったんです。

一時、メルー峰を仮決定 したこともあったんで

すが、メルーは初登されてるし、パリエーション

・ルー トからも登 られてるので魅力に之しいんじ

やないか と。・・。それにあくまでもうちの会とし

ては前回ムリキュラで Q500mぐらいを登 ってる

のでまあ、クチな話 しかも知れませんが一応、7000

mク ラスヘ行きたいと言 う希望があったわけです。

そんな訳で会としてもサ トパントは行きたい山と

してあつて駄目で元々だから出してみ ようと言う

ことになったんです。

サ トパントのバ リエーション・ルー トとなると

南面と言うことになり、北西稜よりは南面で出そ

うと言 うことになったんです。もっとも、北面は

小樽の方の会で行 くので許可は降りないだろうか

ら南面なら降りるん じやないかと言うこともあつ

たんですけどね。

申請 を出してた ら運 よく降りましたが、まあ、

降 りるまでは半年以上もかかつて非常 に大変でし

た。

一
計画書ではパキラテ ィⅡ峰も登ることに

な ってますが、 こちらのルー トは初登ルー トです

か。

和田 そうです。

杉浦 ようするにバギラティに関しては、僕達

高所経験が少ないので高度順化のためにブッキン

グした訳ですよ。登れても登れなくとも期間を2

週間と決めて終らせることにしてますか ら登頂ル

ー トは簡単なところと考えてます。まあ、あそこ

だったらうまくすれば全員登頂が出来ると思いま

すのでね。

バギラティはあくまで主目的とする山で ないの

で 2週間経 ったらサ トパントヘ移動 してサ トバン

トを集中的にやると言うことなんです。

そんなんで、バギラティⅡ峰でなくて もケダル

ナー ト・ ドームなどでも良かったんですけ ど、一

杯で許可が取れなくて結局、女子雪氷が行ったバ

ギラティⅡに しようと言うことになった訳で、最

初からバリエーションを2つ登る と言う考えでは

ありません。

一
サ トパン トのようにガンゴ トリ氷河の奥

まった所に位置す る山は取 りつ くまでのアプロー

チが大変だと思いますが、 トランスポーティーシ

ョンのェ大などはどうでし ようか。

杉浦 そ うなんです。余 り時間をかける余裕が
ないもんで考えさせる問題点があるんですね。結

局、途中にキャンプを 1つ増 していく方法になっ

ちやうで しようね。

一

このスワチ ャン ド氷河の記録はどうなん

ですか。

吉川 スワチャン ド氷河は真 中までです。雪が
30m位 かぶっていて氷河の状態は判らないと言
うことなんです。写真は登嶺会のカルチャクンド

か らのしかないですね。

_サ トパン ト南壁はどんな壁なんですか。

杉浦 ほとん ど行った人も居な くて写真も少な

く余 り詳しい情報が得られてないんです。ただ、

かな り大きな岩壁帯である事は確かなようです。

吉川 パギラティ I峰に行 った松永さん あた り
に聞いたら花商岩がかなり崩壊 しているらしいん

ですね。松永さん達 もI峰のあそ こ全部壁をやる
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つ もりだったらしいんですが脆 くて駄 目だったよ   しよ、今度行〈時は自分で行きなさいと言うこと

うです。それに懸垂氷河がボロボロ落 ちるなどで   で したからね。自分の会へ帰ってから行ったメン

敗退 してるんですが、そうしてみるとあそ この壁    パーと百つたら安中さんぐらいで しよ、まあ、H

もそんな感じがするんですがね。          AJで 行った り、連られて行ったりしている人は

一
ケグルナー ト・ ドームの頂上からみたサ   いますけど自分の会を連れていったと言 う人はい

トパン トの南壁は黒々としてましたけどね。     ないでしよ、そ う言 う面では僕なんか一番良い思
士川 そんならいいんですが、行ってみなけれ   いを しているん じやないですかね。

ば判 らんですね。                  ~そ うですね。それ こそが HAJヒ マラヤ

ー
サトパン トのタクティックスはどのよぅ   登山学校の目的 とする事ですからね。

に考えてますか。                  和田 それまで あのトリスル隊は意味がある

杉浦 一応、南壁の弱点を狙って絶対的に成功   んですよね。あれだけで終っちやうんじや行って

率の高い登 りかたと言 うことでポーラ・ システム   も意味がないんです よ。一人でも多〈自分のセカ

になると思 うんです。うちのグループではラッシ   ンド遠征をと言 う人が出れば亡 くなった野中さん

ュというのは難か しいと思うんで、フ ィックスも   (副 隊長 )や稲田さん (隊長 )に恩返 しが出来る

ある程度張ったオーンドックスなポーラ・ システ   と思うん ですね。それにかもしろいです よ。あう

ムになると思います。               言う隊はあう言 う隊でおもしろさがあるし、自分

一

そうしますと前進キャンプは幾つぐらぃ   の会は自分の会でおもしろさがあるしね。

予定 しているんですか。               杉浦 どんな形で あれ―一度行ったことがある人

杉浦 一応、 c・ 4ま で考えてます。 BoCか    と我々みたいに行ったことが無い者では知識の開

ら離れていることと岩壁帯があると言 うことで一   きは相当あ りますね。やは り、どん な形であ

応、 c・ 4ま で用意 していくと言 うことです。    れ一度行 った人間が今回一人入つてくれ、頭に立

ってゃってくれたお陰で非常に渉外などいろんな

自 分 達 の ヒ マ ラ ヤ を 。ノ          事でかなリスムーズに運びました。若 し、これで

一

先′など高所経験者が少ないと言 ぅことで   居なかったら、かなり違った面で大変なことがあ

したが、経験者は和田さんだけですか。        つたんじやないかなと感 じるからどんな形にしろ

和田 そうです。                 ~度 経験す ることが大事であることを痛切に感 じ

~~~~和
田さんは トリスルに次いで 2度目の遠   ま した。

征だと思いますが準備に携ゎってぃて どぅですか。   
一
将に百聞は一見に しかずと言った事で し

松浦 そうね、そう思わなくちゃ一、辛い辛い  ようか。

と思 った らやれないね。               和田 まあ、いろんな意見がありますけど帰っ

和田 やは り、 こちらの方がお もしろいですね。  てきたらかもしろかったと言う遠征であれば良い

僕は渉外をやらしてもらっているので余計そうな   ん じやないですかね。

のかも知れませんけど……・            ~吉 川さんはいかがですか。

確かに苦労も多いんですが、逆に、自分で一番    吉川 初めてなので訳が判らないですね。

楽 しいところをやっているん じやないか と思った   
一

高橋さんはマネージャーとの事ですが送

方がいいんですよね。                り出し側としてはいかがですか。

和田 僕の場合は、まず経験 してみて、そして    高橋 そ うですね、やは り行 〈からには登って

次の遠征は必ず自分の会でと言う1想いが ありまし   きてほしいですね。

たからね、それなりの事をある程度や ったつもり   ~今 日は、お忙 しい中お集り戴きま してあ

でいたんだけど今考えるともつとやっとけば良か   りがとうございま した。ご成功をか祈 り致 します。

ったと思いますね。只、もともとあの隊 ('78H
AJト リスル登山学校 )は、それで良か った訳で
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西域の詩

水野 勉

キング ドン・ ウォー ドの調べがまだ終らない。

怠け者のせいでもあるが、いろいろと雑用やらが

重なっているせいでもある。了承願いたい。しか

し、前号のナムチ ャ・パルフにしてもけっして手

を抜いているわけではない。 自分 としてはできる

だけのことはしているつもりで ある。

けれども、これで「 閑話」も54回 となり、何

回かは五百沢氏の文章が入ったとはいえ、殆んど

がぼくが書いたのだから、自分ながらかどろいて

いる。深田久弥氏が「 岳人」に「 ヒマラヤの高峰」

を連載 したのはたぶん 15年ぐらいだから(前の

机上談話も含め、その後の余滴も含めると )、 そ

れに比べたら問題にならないが、深田氏とは〈で

は,「各がちがうから、ぼくとすればたいへん書いた

ことになる。年令からいうと、深田氏が「 岳人」

にヒマラヤに関する記事を書き出 した年令に、ち

ようどぼくがなってしまった。ぼくも老いた。 し

かし、深田氏のことを思えば、これからともいえ

る。がんばるつもりである。ぼ くのように弱いも

のは声援を送って頂ければ、何とかやっていける

と思う。

ぼ〈は少年の頃、詩が好きで、よ〈読み、また

作った。幼稚な詩を並べて詩集を出したこともあ

る。日本語の こ1ト パのひびさを美 し〈思っている

し、それにセンチメンタルな気持も持っている。

中央アジアにあこがれてから、西域をうたった

詩を読むようになった。もちろん、中国風に読む

のではなく、日本風 に読んでである。 日本の詩人

も西域をうたっているけれども、最近はいざ知ら

ず、だいたいが西域を訪れたことがなく、想像で

うたったものである。やはり、ほ 〈には中国人の
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うたった詩が好みに合う。

しか し、学のない者にはどうして西域の詩集を

入手できるのかわからないまま、 あまり読むこと

もなく、ときどき、いろいろな文章に引用される

詩だけで満足していた。その うち、 ンルクロー ド

について多くの本を書いている森豊氏が「 シルク

ロー ドの詩」という本を出された。たぶん、もう

十年も前になろうか。ぼ くはこれ こそ求めていた

ものだとばかり、入手して読んだ。 もうすでに知

っている詩も多かったが、それで もはじめて目に

する詩もあつた。 しか も、一冊の本として西域の

詩を読めるという楽 しさ、便利 さもあつた。 じつ

にありがたい本であった。

杜甫、李自、王維、李賀、容参 といった、すで

に知っていた有名な詩人のほかに、多〈の詩人の

名も知 った し、それらの うた った詩も1知 った。こ

の本はぼ 〈にとっては、ほん とうに好ましい本で

あった。

十年かって一別す

征路ここに相逢 う

馬首いず〈にか向か う

夕陽千万峰   (権 徳与 )

などもはじめて読んで感動 した。最近ではNHK

でも西域の詩をとりあげて、朗読 された。だいた

いが有名なものばか りであったが、耳で聞 くとい

うも、 日で読むのとちがった味わいがあって良い

ものである。石坂浩二の声 も悪 くはない。有名な

君聞かずや胡筋の声最も悲し

紫髯緑眼胡人吹ぐ



之を吹〈一曲なか未だ終らず

愁殺す楼蘭征成の児

涼秋八月爺関の道

北風吹断す天山の草

昆苓南月斜ならんと欲す

胡人月に向って胡艇 吹〈

胡箱の怨みまさに君を送らんとす

秦山はるかに望む朧山の雲

辺城夜々愁夢多し

月に向って胡箱誰か聞くを喜ばん

という琴参の詩など、声を出して読むとじつにい

い。西域のさびしさがよく心につたわってくる。

また章荘の詩「 長安の春」などは夢見るように美

しく、はなやかである。

長安二月 香塵多し
六街の車馬 声鱗々

家々楼上 花の如さ人
千枝万枝 紅艶新たなり

簾間の笑語 自ら相問う

「 何人ぞ占め得たる 長安の春」と
長安の春色 もと主無し
古来尽く属す、紅楼の女

ただいま いかんともするなし 杏園の人
駿馬軽車 擁 じ将ちて去る

これはすでに石田幹之助氏の「 長安の春」で紹

介されているが、ゃはり美 しい詩だ。ほればれと

する。

この森豊著「 シルクロードの詩」をぼ くは何度

そのペー ジをめくったことだろう。古い、はるか

な西域の世界、それは現実にはないものだけれど

も、強い索引力では 〈らをひきつける。 しかし、

ぼくはこの本だけでは満足できなかった。もっと

まとまった、多くの西域の詩を知りたかった。熱

心にさがせば、日本にも琴参の詩集ぐらいあるは

ずだが、日常の雑務にとりまぎれて、なかなかか

目にかかれなかつた。

ところが、最近ふと東方書店のカタログを見て

いたら、 2冊の詩集が載っていた。「 歴代西域詩

選集」と「 寄参集校注」である。前者はやや森氏
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の著書と同じ傾向のものであるが、漠代から清代

まで扱っていて、森氏が主として唐代を扱ってい

るのと比べると、はるかに範囲が広 く、明、清時

代の詩人が目新 しい。清時代には、中国人がシル

クロー ドというか、西域をさかんに旅行 している

から、詩が多いはずであるのに、いままで日本に

紹介されなかったのは、やはり唐代の詩があまり

にも有名であったからであろう。悲愴感はないが

美しい詩もある。

天山積雪凍初融

吟密双城夕照紅

十里桃花万楊柳

中原元此好春風 (表景福 )

などはどうであろうか。注もついていて便利であ

る。漢文が苦手だったぼ くですら、なんとな〈わ

かるから、諸兄はよ〈感じとれるであろう。発行

所がウルムチというの もおもしろい。やはり、西

域の詩は日本人ばか りでなく、中国人にとって興

味があるとわかって、 じつにうれしい。 ここで も
寄参の詩がもつとも多く掲載′されているのだから

誰の目も同じということだろう。

さて後者の琴参の詩集は、 500ペ ー ジをこす

大冊で、詳細な年譜 も付き、版本の説明をついて

いる。よく読んでいないのでわからないけれども、

今参の詩はほとんど綱羅されていると思われる。

詩一つ一つについても、長い解説が付いているか

ら、今参の詩の好きな人にはありがたい本である。

これは別に西域だけを扱 ったわけではないが、西

域の詩が大部分であるから、中国における西域に

対する関心の強さが うかがわれる。

琴参は河南省の出身であるが、進士に及第 し、

西域に役人として勤務 した。森氏は生没不詳と書

かれているが、年譜では 715年生れとなっている。

35才から安西 北庭などに勤務 し、42才まで西域に

いた。最後に有名な詩を掲げて琴参を偲びたい。

馬を走らせて西来天に至らんと欲す

家を辞してより月の両回 F]か なるを見る

今夜知らずいずれの処にか宿せん

平沙万里人煙を絶つ



■■■1連載・ヒマラヤの報告書紹介

遠〈チベ ット高原の南端にわるHAJプ リクテ
ィ遠征隊に想いをはせながらこの稿を書いている。

ムスタン王国はカリガングキの源流にあた る。ヒ

マラヤを縦断するこの流れに沿った街道はイン ド

平原とチベット高原を結ぶ大動脈である。 この動

脈によってチベット文明は南進 し、 ヒンズー文明

は北に進んだ。ある部分では両者は融合 し、重層

し、特徴ある文化を形成 した。あるいは支谷にひ

つそりと古い文化が長期にわたって温存されてき

た。本書は このカリガンダキを舞台としている。

序の "伝説の背景を考える "は 示唆多いもので

ある。中・西部ネパールに豊富な足跡とフィール

ドノー トを有する川喜田二郎氏のゆたかな洞察に

早くもふれさせ られる。素朴文化―亜文明、生層

文化というとらえ方でネパールの各地域を見直す

と今までにない視野が開ける気がする。

第 1部「 マガール族の物語」は、著者が村人の

理解の もとに実施したプロジエタ トで知 られるシ

ーカ村で採取したものである。単なる聞 き書きで

はなくしっかりした考証と経験に裏付けられてい

る。 "マガール族の祖先神話 "や シャーマニズム、

狩、穀物栽培などが収められている。注記が親切

でありがたい。

第 2部「 伝説の旅」は、シーカの北方ガーサ村
からムスタンとの国境までのいわゆるタッコーラ

地方に伝わる興味深い伝説で構成されている。こ

の地方には、商業 (交易 )民族として知 られてい

るタカリー族が主と して居住している。

チペッ ト文化圏とィン ド文化圏のはざまに位置す

るこの地方の文化は重層文イヒの典型であるという。

"ダ ウラギリとか上人さま "、  ''カ リガングキの

洪水伝説 "他の興味尽きない伝説は著者の考察に

より昔語 りにとどまらないで歴史や地誌の素材と

して駆使されている。

終章近 くの "ム スタンとジュムラン (ジ ュムラ)"

神話と伝説の旅―ネバール叢書―
日本ネパール協会編

川喜田二郎・加藤千代著

でこの秘境の伝説にふれている。ムスタン王国と

ジュムラ王国の戦いである。

印 00年の長期にわた り独自の文化を温存 して

きたムスタン王国は近い将来に藩王国の形態を消

滅しネパール王国に完全に一体化するとい う。

ブ リクティ隊は登山成果はもちろん、文化的にも

貴重 な収穫を持ち帰ることだろう。

ムスタンヘの踏査計画が具体化して 3年、筆舌に

尽 しがたい経緯を経て入域が実現 した。

めざすブリクテ ィ (Q720m)は チベットとの国
境上に位置す るといぅが、最近の BCか らの便り
に よるとどの山をプリクティと特定 してよいのか

大いに迷っているという。

持参した幾種類かの地図も決め手にならないとい

う。

この現代、地図の空自部をさまようことができる

とは考え ようによつては何と幸せなことか。

日本ネパール協会の主要な事業である「 ネ
パー

ル叢書」は、本書に続いて 57年 4月 25日 に「
ネパールの人々― I」 が刊行された。

本書についてはいづれ本欄で紹介 したいが、この

2冊を併せ読むことによってネパールの人・々 への

理解が一層深まることだろう。

以前、HAJ主 催の研究会で訳者の田村真知子
さん に "旅 を豊かにするもの一フィール ドヮ_ク "

というテーマでお話いただいたことがぁる。

山への道すがら何気な く通過して行 くアプローチ

の小 さな村々、そ こにはそれぞれに ゆたかな歴史

と生の営みがあることを教えられた ものである。

ネパール・ ヒマラヤをめざす登山隊は多い。厳

書はゆたかな旅をつ〈る上に大いに役立つ ことだ

ろう。 (い )

昭和 56年 1明 10日 古今書院発行
A5判  Z7頁  2600円
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■ 寸 感 ■

今春のネパー′レ・ ヒマラヤ登山 も当協会のプリ

クテ ィ隊を最後に幕を閉じ、替ってカラコルム登

山隊の幕明けとなった。今年のパキスタンの日本

隊は 7隊と国別数では最も多い、然 し、以前の登

山隊数からみると著 しい減少傾向である。ちなみ

に来年はナ/ガ・パルバットヘ向う3隊だけ と言

う。この登山隊離れがどこに起因しているのか中

国やネパールのお役人にも良〈認識して貰いたい

ものである。 (0)

'82年クン登山学な 終会

ブリクティ隊帰国 ()=藤、三笠、

成見 )

プリクティ隊帰国
′ 0地、土谷 )

'82年クン登山I 伎集会

'82年クン隊/ 'け梱包 (於 :

HAJル ーム )
東京 ヒマラヤう .(於 :HAJル

ーム、 22名    、

17日 (木 )

19日 (土 )

20日 (日 )

れ 日 (木 )

27日 (日 )

園 圏

3日 (木 )

5日 (土 )

8日 (火 )

10日 (木 )

14日 (月 )

□ □ (6月 )
'82年クン登山学校集会

事務局打合わせ (稲田、山森 )

″   (於 :浪江、稲田

山森 )

'82年 クン登山学校集会
'82年クン隊の急性高所暴露試

験実施 (於 :コ |1航i空医学実験隊 )

28日 (月 )

ヒマラヤ 肱129(′  号)
昭和57年 7月 10日 印刷  ダ年 8月 1日 発行

発 行 人  柴 田 金之助
編 集 人 尾 形 好 雄

発 行 所  日本ヒマラヤ協会
〒 160 東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧ビル 506号

会費納入のお願い
昭和57年度 (57.4.1～ 〔B.3.3日 )分会費

の納入をお願い します。

当協会の年会費は前納制度になつてお ります。

猶予期間の6月 末 までに納入のなかつた方 には

「前金切れ」のスタンプでお知らせします
ので早急

に納入下さるようお願いします。

尚、引き続き8月 までに納入されない場合、機

関誌「 ヒ
マラヤ」の発送を一時停止させて戴きま

すので予めご了承下さい。

「ヒマラヤ」
「ヒマラヤ」表紙の写真は会員の皆様より広

募したものを、毎月一作づつ掲載する予定で

おります。ふるって御応募下さい。採用分に

は全国共通図書券を差しあげます。

≪規 定》
(1)モ ノクロでキャビネ判以上であること。

(2)被写体は広義に解釈したヒマラヤ地域の

ものであること。

(3)未発表であること。

表紙写真募集
(4)な るべくあまり知られていない角度から

の写真、あるいは未知の地域の写真を期待

します。雑誌、広告等で頻繁に見うけられ

るような写真 (例 :カ ラパタからのエベレ

スト)な どは御遠慮下さい。

≪送り先≫

〒160 東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧ビル 506号

HAJ「 ヒマラヤ」編集部
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■ヒマラヤ観光開発欄はネバール政府観光局
指
定インフォメーシ∃ンセンター、ネバール

航空日本地区販売代理店|こ指定されており

ます。

■ネバールヘの個人旅行/トレッキング/パ

ッヶ一ジ・ツァー/トレッキングで登れる

48峰/登出の計画等、あらゆるご相談|こ経

験豊富なスタッフがありますので、安心し

ておまがせ<ださい。

■ネパール国内ではトランス・ヒマラヤン・

ッァー社/ホテル・エベレスト・ビュー/
日本航空総代理店の業務を行なっておりま

す。

ヒマラヤ観光開発株式会社
〒105東京都港区新橋3丁目26番 3号 会計ビル 5F
電話 03(574)9292～ 4

ネバ」

Travels

シカール・ トラベル
ー

〃魅惑の

インド ヒマラヤ″

シ ッキム・ ブータン・ ガ ール ワール・ ク
マオ ン

クル ●マナ リ・ ラダック・ ネパ ール・・ o・ ,

へのトレッキングや登山を計画されている日本の皆さん !

当、シカール・ トラベルは、通関・隊荷輸送からガイ ド、

ポーター、ポニーのァレンジなどすべてのご用命を承ります。
CAPT SWADESH
(MANAGING DIRECTOR)

′
FRAVEI′ S I)RIVA 「́ E I,IMITEI)

1,701, Nir mal t()、、'crs,

26 barakhamba road ne、 v delhi-110001

t el. 42555,42666 telex()31~4364 SIIIK Iヽ  Cable SHIKHE

Branch Jfice:Gangtok

Camp()ffi ce:Joshimath&Uttarkashi

‐|:議   `″
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ヒマラヤヘの装備

○遠征隊の装備、相談にのります。

づひ 五万″χだ―〃
●新宿登山本店 /〒 160東京都新宿区百人町 2-2-3803(208)66011代 )

●新宿西口店 /〒 160東京都新宿区西新宿 1-16-フ 803(346)0301

0水道橋ハー トギアンヨ ンプ /〒 101東 京都千代田区二崎町 2-8-14● 03(264)5575
●水道橋 ソフ トウエアンヨ ンプ /〒 101東 京都千代田区三崎町 2-8-61● 03(264)8901
0大宮店 /〒 330埼玉県大宮市宮町 2-123●0486(41)570フ

●高崎店 /〒 370群馬県高崎市新町 10580273(27)2397

●ICI通販部 /〒 160東京都新宿区大久保 2-19-10東 和 ビル内●03(2oo)7219

●
ヽ
嗜

■

′
`'7ス

キー

本屋

山用二本店

テニス用贔

′Crサッカー・
"苺
用ニ

大久保通リ

明
治
通
リ




